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内 容
・気温は６月５半旬以降、平年より高めで日照は平年並みに推移した。水稲
の生育は、初期の天候によって若干遅れたものの、現在は平年並みに推移
している。

・草丈は平年並～やや高く、茎数は平年並～やや少ない、葉色は平年並みの
傾向である。

・高温・強風等によって、葉の先端が枯れているものも見られるが、生育に
は影響ない程度である。

・今後、このまま気温が高く推移すると、出穂期は平年よりも早まると予想
される。

・追肥（穂肥）は高温傾向が予想されるので、積極的に施用した方がよい。

留意点
今後の水稲の技術指導において、次の点に留意する。

①７月１日の１ヶ月予報では、気温は平年よりやや高めで、降水量平年並み、日照時

間は平年並み～やや多い予想である。
②７月５日現在の生育状況と今後の気温から、出穂期は平年よりやや早くなるものと予

測されるので、中干しや追肥（穂肥）時期は、生育に応じて対応する。
◎中干しは出穂期の約１ヶ月前に５日間程度行う。
◎追肥（穂肥）は、気温が高めの予報なので平年よりやや多めとする。

◆平年では「キヌヒカリ」は、出穂期の２０日～１５日前頃、窒素成分２㎏
（１０ａ当たりＮＫ化成１３㎏程度）。
◆平年では「さとじまん」は、出穂期の１５日～１０日前頃、窒素成分２～３㎏
（１０ａ当たりＮＫ化成１３～２０㎏程度）。

＊農業技術センター（平塚市）での平年値（目安）

作期 品種名 平年出穂期 中干し時期 追肥適期(予測)

５ キヌヒカリ ８月 ６日 ７月１０日頃 ７月１７日
月
下
旬 さとじまん ８月１４日 ７月１８日頃 ７月３０日
植

６ キヌヒカリ ８月１１日 ７月１５日頃 ７月２２日
月
上
旬 さとじまん ８月１９日 ７月２３日頃 ８月 ４日
植

６ キヌヒカリ ８月１６日 ７月１９日頃 ７月２７日
月
中
旬 さとじまん ８月２３日 ７月２６日頃 ８月 ９日
植

＊中干しは、好天の場合は３～５日程度と短く、降雨が多い場合は５～７日程度と長くす
る。大きな切れ目ができる程度に強く中干しを行うと、稲の根を切断し、後半の生育を
抑制するので控える。



③雑草が多く残っている場合、バサグラン粒剤・液剤を使用するが、この除草剤は水を
落として（落水～極浅水状態）雑草に除草剤が直接かかるように処理し、処理後３日
間落水状態を保った後、入水する。
また、ノビエが多い場合、ヒエクリーン１キロ粒剤、クリンチャーＥＷが有効である。

④害虫の発生については、発生情報に注意し、発生状況によって防除を検討する。
農業技術センター病害虫防除部のテレホンサービス（0463 － 58 － 6612）やホームペ
ージを活用する。
なお、イネツトムシ(ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘの幼虫)のふ化最盛日予測（県平均）が７月２６日と
なっている。
＊イネツトムシの粒剤による防除（散布）適期は、ふ化最盛期前３～５日程度が防除

適期に当たる。（各地区ごとの予測はＨＰ参照）
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